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１１代
市郎右衛門太訓（餘庵）
　〔文化7年1月1日
　　～明治8年1月17日〕

１２代　市郎右衛門英裕（翠窓）
　〔弘化3年7月24日～大正4年7月8日〕

１３代　市郎右衛門景介（紫鱗）
　〔明治15年12月31日～昭和29年8月2日〕

宅蔵英與（東園）
　〔嘉永2年5月14日～大正7年4月9日〕

岸之助　（国府村　上坂氏）
　〔明治2年10月6日～昭和16年2月14日〕

里う
　（氷上郡新郷村
　　進藤三郎左衛門女）
　〔文政3年4月5日
　　～明治18年8月23日〕

きせ （生野町　大野友右衛門女）
　　〔安政4年4月21日～明治16年5月23日〕

とし （宮津町　有本睡計女）
　　〔文久元年6月1日～昭和18年1月30日〕

千鶴
　（多可郡津万村　岡沢磋玄太女）
　〔明治20年10月13日～昭和28年9月10日〕

道野 （宮津町　沼野正道女）
　　〔嘉永5年5月5日～大正10年12月17日〕

玉蟲
　〔明治12年7月17日
　　～大正15年〕

令吉

　

は
じ
め
に

　

稲
葉
家
に
は
、
豪
華
な
「
極
彩
色
草
花
之
図
金
屏
風
」（
稲
葉
家
書
画
Ｂ
〇
〇
三
）
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
六
曲
屏
風
は
木
箱
に
入
っ
て
お
り
、
箱
蓋
に
は
次
の
墨
書
が
あ
り
ま
す
。

「（
箱
蓋
表
面
）
結
城
素
明
筆
極
彩
色
草
花
之
図
金
屏
風　

壱
雙
」

「（
箱
蓋
裏
面
）
大
正
八
年
五
月
九
日
素
明
画
伯
来
遊
当
家
楼
上
ニ
於
て
揮
毫　

紫
鱗
誌

稲
葉
本
家
所
蔵
」

　

こ
の
墨
書
を
記
し
た
「
紫
鱗
」
と
は
、「
豪
商
稲
葉
本
家
」
入
口
に
銅
像
が
あ
る
稲
葉
家

一
三
代
当
主
で
あ
っ
た
稲
葉
市
郎
右
衛
門
景
介
（
一
八
八
二
～
一
九
五
四
）
の
雅
号
で
す
。

箱
書
の
内
容
か
ら
、
こ
の
屏
風
は
、
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
五
月
九
日
に
結
城
素
明
（
一

八
七
五
～
一
九
五
七
）
が
描
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

素
明
は
、
大
正
八
年
五
月
八
～
一
一
日
に
稲
葉
家
へ
立
ち
寄
っ
て
お
り
、
九
日
に
は
、
箱

書
に
あ
る
よ
う
に
「
極
彩
色
草
花
之
図
金
屏
風
」
を
描
い
て
い
ま
す
。
翌
一
〇
日
に
見
た
久

美
浜
の
風
景
を
描
い
た
「
静
湾
初
夏
」（
稲
葉
家
書
画
Ｂ
〇
一
八
）
は
、
第
四
回
金
鈴
社
展

覧
会
へ
出
品
さ
れ
て
お
り
、
出
品
後
に
稲
葉
家
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、
稲
葉
家
文
書
に
残
さ
れ
た
関
係
資
料
か
ら
、
結
城
素
明
と
稲
葉
家

の
関
係
、「
極
彩
色
草
花
之
図
金
屏
風
」
や
「
静
湾
初
夏
」
が
描
か
れ
た
背
景
の
ほ
か
、
近
代

稲
葉
家
と
関
わ
り
の
あ
っ
た
画
家
を
見
る
も
の
と
し
ま
し
た
。

（
文
中
人
名
の
敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。）

　

一
．
素
明
来
丹
以
前　

～
稲
葉
宅
蔵
肖
像
画
と
小
山
栄
達
の
来
但
～

　

稲
葉
家
は
、江
戸
時
代
後
期
の
一
〇
代
市
郎
右
衛
門
英
好
や
一
一
代
市
郎
右
衛
門
太
訓
が
、

国
学
者
の
鈴
木
重
胤
と
師
弟
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
国
学
や
和
歌
を
嗜
み
、
明
治
時
代
の

一
二
代
市
郎
右
衛
門
英
裕
は
、「
翠
窓
」
の
雅
号
を
も
ち
和
歌
・
漢
詩
を
、
弟
の
宅
蔵
が
「
東

園
」
の
雅
号
を
も
ち
水
墨
画
や
和
歌
・
漢
詩
を
嗜
ん
で
い
ま
し
た
。
特
に
宅
蔵
（
一
八
四
九

～
一
九
一
五
）
は
、
水
墨
画
の
作
品
を
残
し
て
い
る
ほ
か
、
明
治
四
三
年
八
月
一
日
か
ら

一
〇
月
二
〇
日
に
は
京
都
府
立
療
病
院
に
入
院
し
た
一
二
代
市
郎
右
衛
門
宛
に
、
毎
日
の
出

来
事
を
絵
手
紙
八
七
枚
に
描
い
て
送
っ
て
お
り
（
稲
葉
家
文
書
Ａ
九
三
‐
〇
〇
一
）、
絵
心

が
あ
り
ま
し
た
。
宅
蔵
は
、
最
晩
年
の
大
正
六
年
に
、
野
口
峰
吉
に
依
頼
し
て
油
彩
の
自
画

像
を
描
か
せ
て
い
ま
す
（
稲
葉
家
書
画
Ｂ
〇
〇
一
）。
絵
に
は
、
作
者
の
サ
イ
ン
な
ど
が
見

ら
れ
ま
せ
ん
が
、
一
三
代
市
郎
右
衛
門
の
日
記
（
稲
葉
家
文
書
Ｃ
六
一
‐
〇
六
九
）
に
は
、

（
七
月
二
四
日
）	

今
朝
野
口
画
伯
来
リ
、
東
園
翁
肖
像
ヲ
揮
毫

（
七
月
二
五
日
）	

今
朝
六
時
野
口
画
伯
帰
但　

昨
日
ヲ
以
テ
東
園
翁
肖
像
画
完
成
シ
タ
リ

（
八
月
八
日
）		

東
園
翁
肖
像
画
揮
毫
料
ト
シ
テ
野
口
峰
吉
氏
ヘ
金
弐
拾
円
送
ル

	

午
後
野
口
氏
竹
野
郡
ヘ
写
生
旅
行
ノ
途
次
一
寸
立
寄
ル

と
記
さ
れ
て
お
り
、
野
口
峰
吉
が
描
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

金屏風箱書

油彩稲葉宅蔵肖像画（稲葉家書画Ｂ００１）



１１代
市郎右衛門太訓（餘庵）
　〔文化7年1月1日
　　～明治8年1月17日〕

１２代　市郎右衛門英裕（翠窓）
　〔弘化3年7月24日～大正4年7月8日〕

１３代　市郎右衛門景介（紫鱗）
　〔明治15年12月31日～昭和29年8月2日〕

宅蔵英與（東園）
　〔嘉永2年5月14日～大正7年4月9日〕

岸之助　（国府村　上坂氏）
　〔明治2年10月6日～昭和16年2月14日〕

里う
　（氷上郡新郷村
　　進藤三郎左衛門女）
　〔文政3年4月5日
　　～明治18年8月23日〕

きせ （生野町　大野友右衛門女）
　　〔安政4年4月21日～明治16年5月23日〕

とし （宮津町　有本睡計女）
　　〔文久元年6月1日～昭和18年1月30日〕

千鶴
　（多可郡津万村　岡沢磋玄太女）
　〔明治20年10月13日～昭和28年9月10日〕

道野 （宮津町　沼野正道女）
　　〔嘉永5年5月5日～大正10年12月17日〕

玉蟲
　〔明治12年7月17日
　　～大正15年〕

令吉

　

ほ
か
に
稲
葉
家
と
関
わ
り
の
あ
る
画
家
と
し
て
、
文
展
・
帝
展
で
活
躍
し
た
日
本
画
家
の

小
山
栄
達
（
一
八
八
〇
～
一
九
四
五
）
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

大
正
七
年
一
一
月
に
小
山
は
、
但
馬
を
訪
れ
て
い
ま
す
。
小
山
来
但
に
際
し
て
は
、
一
三

代
市
郎
右
衛
門
と
鎌
田
三
郎
兵
衛
を
発
企
と
し
て
、
城
崎
温
泉
三
木
屋
別
荘
に
て
雅
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
小
山
が
帰
京
す
る
ま
で
の
間
に
、
大
阪
・
京
都
か
ら
一
三
代
市

郎
右
衛
門
宛
て
へ
近
況
を
知
ら
せ
る
葉
書
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
（
稲
葉
家
文
書
Ａ
一
一
‐

〇
四
八
～
〇
五
三
）。
な
お
、
こ
の
雅
会
の
案
内
に
は
、
席
上
に
お
い
て
小
山
の
「
最
近
ノ

作
尺
五
絹
本
拾
二
枚
」
と
と
も
に
、「
結
城
素
明
筆
土
方
伯
決
死
入
萩
城
図
及
尾
竹
竹
坡
筆

業
平
東
下
リ
図
ヲ
御
覧
ニ
供
ス
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
段
階
に
は
一
三
代
市
郎
右
衛
門

と
素
明
の
間
に
接
点
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
（
稲
葉
家
文
書
Ａ
一
一
‐
〇
四
八
）。

　

二
．
結
城
素
明
に
つ
い
て

　

結
城
素
明
は
、
明
治
三
〇
年
代
か
ら
昭
和
に
か
け
て
活
躍
し
た
日
本
画
家
で
す
。
本
名
は

貞
松
と
い
い
、
本
名
・
雅
号
と
も
に
、
有
名
な
勝
海
舟
が
命
名
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
六
歳
の
時
に
は
、
岡
倉
天
心
の
紹
介
で
川
端
玉
章
の
も
と
へ
入
門
し
、
翌
年
に
東
京
美
術

学
校
日
本
画
科
へ
入
学
し
て
い
ま
す
。
卒
業
後
、
西
洋
画
科
へ
再
入
学
し
、
明
治
三
五
年
に

日
本
画
科
嘱
託
、
三
七
年
に
助
教
授
、
大
正
二
年
に
教
授
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
間
、
明
治
三
三
年
に
創
設
さ
れ
た
无
声
会
へ
参
加
し
、
平
福
百
穂
と
と
も
に
明
治
年

間
の
同
会
の
代
表
的
な
画
家
と
し
て
活
動
し
て
い
る
ほ
か
、
文
展
に
お
い
て
も
活
躍
し
て
い

ま
し
た
。
大
正
五
年
五
月
に
は
、
吉
川
霊
華
・
平
福
百
穂
・
鏑
木
清
方
・
松
岡
映
丘
と
と
も

に
金
鈴
社
を
結
成
し
、大
正
一
一
年
五
月
の
解
散
ま
で
七
回
の
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
大
正
一
二
年
春
か
ら
一
四
年
三
月
ま
で
、
文
部
省
留
学
生
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留

学
し
、
主
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
・
イ
ギ
リ
ス
を
訪
れ
て
い
ま
す
。
帰
国
後
は
帝
国
美
術
院
会
員

と
な
り
、
帝
展
に
お
い
て
も
活
躍
し
ま
し
た
。「
素
明
芸
術
の
面
目
は
、
東
洋
の
伝
統
画
法

を
守
り
な
が
ら
、
し
か
も
西
洋
画
の
写
実
を
追
求
し
た
点
に
あ
る
。」
と
評
価
さ
れ
る
日
本

画
家
で
す
（『
特
別
展
結
城
素
明
』
山
種
美
術
館　

一
九
八
五
年
）。

　

ま
た
素
明
は
、
過
去
の
画
家
の
研
究
も
行
っ
て
い
ま
し
た
。
丹
後
地
域
で
は
、
昭
和
一
六

年
六
月
に
宮
津
を
、
翌
一
七
年
四
月
に
は
宮
津
・
峰
山
を
訪
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
江
戸

時
代
後
期
に
『
丹
哥
府
志
』
の
挿
図
を
描
い
た
佐
藤
正
持
に
関
す
る
現
地
調
査
の
た
め
で
し

た
。
昭
和
一
五
年
一
月
七
日
に
あ
っ
た
素
明
の
ラ
ジ
オ
講
演
を
聞
い
た
糸
井
仙
之
助
（
岩
瀧

出
身
、
東
京
在
住
）
は
、
翌
日
に
素
明
の
も
と
を
訪
れ
、
丹
後
地
域
に
佐
藤
の
作
品
が
残
っ

て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
ま
し
た
。
糸
井
は
、
糸
井
文
庫
（
舞
鶴
市
指
定
文
化
財
）
を
収
集
し

た
人
物
で
あ
り
、
丹
後
地
域
の
郷
土
史
に
並
々
な
ら
ぬ
関
心
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　

当
時
、宮
津
の
龍
灯
社
出
版
部
よ
り
発
刊
さ
れ
て
い
た
『
郷
土
と
美
術
』
二
‐
四
号
に
は
、

結
城
素
明
の
ラ
ジ
オ
講
演
筆
記
「
国
史
を
描
い
た
画
家
」
が
素
明
の
許
諾
を
得
て
掲
載
さ
れ

た
ほ
か
、
糸
井
が
「
佐
藤
正
持
に
関
す
る
管
見
」
を
寄
稿
し
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
素
明
の

宮
津
・
峰
山
の
調
査
に
は
、
龍
灯
社
出
版
部
の
木
下
幸
吉
（
微
風
）
と
澤
村
秀
夫
が
案
内
し

て
い
ま
し
た
。
素
明
の
佐
藤
正
持
に
関
す
る
研
究
は
、
昭
和
一
九
年
に
発
刊
さ
れ
た
『
勤
皇

の
画
家
佐
藤
正
持
』
と
い
う
著
書
に
結
実
さ
れ
て
い
ま
す
。

稲葉家略系図（写真は、稲葉家写真資料より）



　

三
．
結
城
素
明
と
稲
葉
家
の
関
係

　

素
明
と
稲
葉
家
の
関
係
が
う
か
が
え
る
資
料
と
し
て
は
、
一
三
代
市
郎
右
衛
門
の
義
父
岡

澤
磋
玄
太
（
妻
千
鶴
の
父
）
の
書
簡
が
あ
り
ま
す
。
一
三
代
市
郎
右
衛
門
は
、
素
明
の
屏
風

の
入
手
に
つ
い
て
岡
澤
に
相
談
し
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
岡
澤
は
、
大
正
三

年
九
月
一
〇
日
付
の
書
簡
に
、
自
分
も
素
明
の
絵
を
二
点
求
め
た
が
、
屏
風
は
出
し
入
れ
に

面
倒
な
た
め
、
掛
軸
の
方
が
良
い
の
で
は
と
回
答
し
て
い
ま
す
（
稲
葉
家
文
書
Ｃ
六
七
‐

七
六
二
）。
書
簡
の
内
容
か
ら
は
、
こ
の
段
階
に
一
三
代
市
郎
右
衛
門
と
素
明
の
間
に
面
識

が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

素
明
と
稲
葉
家
の
関
係
が
明
確
に
わ
か
る
資
料
は
、
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
に
素
明
が

書
き
残
し
た
「
応
挙
寺
を
訪
ふ
」
と
い
う
論
文
の
次
の
一
節
で
す
。

「
私
が
丹
後
久
美
浜
の
人
稲
葉
翠
城
君
に
案
内
さ
れ
て
同
寺
を
訪
ふ
た
の
は
五
月
の
十

日
頃
で
あ
つ
た
。
鏑
木
清
方
君
と
一
緒
に
帝
劇
で
梅
蘭
芳
を
観
た
其
翌
日
、
東
京
を
立

つ
た
の
で
あ
る
」

【
結
城
素
明
「
応
挙
寺
を
訪
ふ
」（『
中
央
美
術
』
第
五
巻
第
七
号　

一
九
一
九
年
）】

　

応
挙
寺
と
は
、
有
名
な
大
乗
寺
（
兵
庫
県
美
方
郡
香
美
町
）
の
こ
と
で
す
。

　

素
明
の
文
中
に
案
内
者
と
し
て
出
て
く
る
稲
葉
翠
城
と
は
、
一
三
代
市
郎
右
衛
門
の
叔
父

稲
葉
宅
蔵
の
婿
養
子
に
あ
た
る
稲
葉
岸
之
助
（
一
八
六
九
～
一
九
四
一
）
の
こ
と
で
す
。

　

岸
之
助
は
、
但
馬
国
気
多
郡
国
府
村
（
現
在
の
兵
庫
県
豊
岡
市
日
高
町
）
出
身
で
、
旧

姓
は
上
坂
と
い
い
、
明
治
二
七
（
一
八
九
四
）
年
に
明
治
法
律
学
校
を
卒
業
後
、
山
梨
県

属
、
台
湾
新
竹
県
属
、
台
北
県
属
、
台
湾
総
督
府
新
竹
庁
属
な
ど
を
歴
任
し
、
同
じ
但
馬
出

身
の
桜
井
勉
知
事
の
秘
書
役
も
務
め
て
い
ま
し
た
（
稲
葉
家
文
書
Ｅ
八
一
‐
六
四
）。
ま
た

日
清
戦
争
・
日
露
戦
争
で
は
、
軍
曹
と
し
て
従
軍
し
て
い
ま
す
。
明
治
三
四
（
一
九
〇
一
）

年
に
岸
之
助
は
、
宅
蔵
の
長
女
玉
蟲
と
結
婚
し
て
お
り
、
宅
蔵
の
死
去
に
伴
う
大
正
七

（
一
九
一
八
）
年
五
月
に
家
督
を
相
続
し
て
い
ま
す
（
稲
葉
家
文
書
Ｅ
七
八
‐
一
〇
〇
）。
岸

之
助
は
、
宅
蔵
と
同
様
に
水
墨
画
や
詩
文
に
も
長
け
て
お
り
、
翠
城
と
い
う
雅
号
を
も
っ
て

い
ま
し
た
。
漢
詩
は
、
福
知
山
出
身
で
漢
詩
壇
の
大
御
所
岩
渓
裳
川
（
岩
渓
晋
【
一
八
五
二

～
一
九
四
三
】）
に
よ
り
添
削
を
受
け
た
文
書
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
（
稲
葉
家
文
書
Ｂ
四
四

‐
〇
六
三
）。
ま
た
墨
蹟
類
（
稲
葉
家
文
書
Ｅ
八
一
）、
詩
文
集
（
稲
葉
家
文
書
Ｂ
四
〇
）、

書
画
類
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
岸
之
助
（
翠
城
）
は
、東
京
に
在
住
し
て
い
た
時
期
が
あ
り
、

そ
の
関
係
か
ら
素
明
と
面
識
が
あ
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　

四
．
結
城
素
明
の
来
丹
と

｢

極
彩
色
草
花
之
図
金
屏
風｣

の
作
成

　

素
明
の
「
応
挙
寺
を
訪
ふ
」
の
文
中
に
あ
る
梅
蘭
芳
（
メ
イ
ラ
ン
フ
ァ
ン
【
一
八
九
四
～

一
九
六
一
】）
は
、
京
劇
の
四
大
名
旦
と
呼
ば
れ
た
名
優
の
一
人
で
す
。
二
〇
〇
九
年
三
月

に
公
開
さ
れ
た
映
画
「
花
の
生
涯
～
梅
蘭
芳
～
」
に
は
、
そ
の
生
涯
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

大
正
八
年
の
来
日
公
演
は
、
梅
蘭
芳
の
初
め
て
の
海
外
公
演
で
あ
り
、
帝
国
劇
場
（
帝
劇
）

を
会
場
に
五
月
一
日
～
一
二
日
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
日
～
五
日
は
梅
自
身
が
創
作
し
た

「
天
女
散
華
」
が
公
演
さ
れ
、
そ
の
後
「
御
碑
亭
」、「
黛
玉
葬
花
」、「
虹
霓
関
」、「
貴
妃
酔
酒
」

が
演
じ
ら
れ
ま
し
た
（
仲
万
美
子
「
大
正
時
代
の
京
劇
来
日
公
演
に
関
わ
る
知
識
人
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
‐
異
文
化
／
自
文
化
に
通
じ
た
芸
術
文
化
の
通
訳
者
の
果
た
す
役
割
‐
」『
都
市
芸

研
』第
七
輯　

二
〇
〇
八
年
）。帝
劇
の
梅
蘭
芳
の
公
演
を
素
明
と
一
緒
に
見
た
鏑
木
清
方
は
、

同
じ
年
に
「
天
女
散
花
」
と
い
う
作
品
を
残
し
て
い
ま
す
（『
鏑
木
清
方
記
念
美
術
館
収
蔵

品
図
録
』作
品
編　

鎌
倉
市
鏑
木
清
方
記
念
美
術
館　

二
〇
〇
一
年
）。
そ
の
た
め
、素
明
は
、

五
月
一
日
～
五
日
の
「
天
女
散
花
」
の
公
演
を
鏑
木
と
見
た
翌
日
に
東
京
を
発
ち
、
稲
葉
翠

城
（
岸
之
助
）
と
と
も
に
丹
後
へ
向
っ
た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　

素
明
は
、
五
月
八
～
一
一
日
に
稲
葉
家
へ
立
ち
寄
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
当
時
の
稲
葉

家
当
主
で
あ
っ
た
一
三
代
稲
葉
市
郎
右
衛
門
が
書
き
残
し
た
覚
書
の
内
容
か
ら
わ
か
り
ま

す
（
稲
葉
家
書
画
Ｂ
〇
一
八
附
属
文
書　
「
静
湾
初
夏　

結
城
素
明
筆
」
絵
葉
書
）。
帝
劇
の

公
演
日
程
と
、
後
述
す
る
素
明
の
礼
状
の
日
付
（
五
月
一
六
日
）
か
ら
見
る
と
、
素
明
の
来

丹
は
、
大
乗
寺
へ
向
う
途
次
で
あ
っ
た
と
見
て
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

「（
表
面
）
大
正
八
年
五
月
八
日
午
後
八
時
素
明
画
伯
来
着

九
日
午
前
中
揮
毫
準
備
、
午
後
一
時
よ
り
金
屏
風

壱
双
ニ
初
夏
及
秋
の
草
花
極
彩
色
に
て
揮
毫
午
後



八
時
完
成
、
見
る
見
る
筆
端
よ
り
百
花
咲
き
競
ひ

坐
ニ
在
る
者
皆
頻
に
歎
す
、
十
日
午
前
よ
り
舟
遊
、
釣

魚
、
投
網
等
ニ
打
興
し
て
太
明
神
岬
ニ
上
り
酒
宴

後
湊
浜
ニ
到
り
午
後
六
時
帰
宅
、
其
夜
坐
興
ニ
車

折
等
の
揮
毫
あ
り
、
十
一
日
朝
出
発

（
裏
面
）
此
画
来
遊
記
念
ニ
特
ニ
依
頼
し
六
月
十
日
東
京
上
野
ニ
於
て
金
鈴

社
展
覧
会
ニ
出
品
せ
ら
れ
し
も
の
大
明
神
岬
裏
側
西
方
を
眺
め

た
る
写
生
を
基
礎
と

し
て
画
か
れ
た
る
も
の
な
り　

紫
鱗
誌
」

　

一
三
代
市
郎
右
衛
門
（
紫
鱗
）
の
覚
書
と
箱
書
の
内
容
か
ら
素
明
は
、
五
月
八
日
午
後
八

時
に
稲
葉
家
へ
到
着
し
、
一
泊
し
た
後
の
九
日
午
前
に
「
極
彩
色
草
花
之
図
金
屏
風
」
の
揮

毫
を
準
備
し
、
午
後
一
時
か
ら
描
き
始
め
、
午
後
八
時
に
完
成
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

覚
書
に
は
、「
見
る
見
る
筆
端
よ
り
百
花
咲
き
競
ひ
坐
ニ
在
る
者
皆
頻
に
歎
す
」と
記
さ
れ
、

素
明
を
見
守
っ
て
い
た
稲
葉
家
一
家
の
驚
き
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。

　

当
時
、
結
城
素
明
は
四
四
歳
で
あ
り
、
金
鈴
社
を
結
成
し
、
全
盛
期
と
言
っ
て
よ
い
時
期

で
し
た
。「
極
彩
色
草
花
之
図
金
屏
風
」
は
、素
明
の
画
風
の
中
で
、前
後
し
て
描
か
れ
た
「
草

花
図
屏
風
」「
八
千
草
」（
大
正
六
年
）、「
秋
の
草
」（
同
七
年
）、「
夏
草
」（
同
八
年
）
の
流

れ
を
汲
む
も
の
で
あ
り
、
写
実
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
装
飾
美
を
ね
ら
っ
た
作
品
と
評
価
で

き
ま
す
。

　

五
．「
静
湾
初
夏
」
図
の
作
成

　

一
三
代
市
郎
右
衛
門
の
覚
書
の
後
半
は
、「
極
彩
色
草
花
之
図
金
屏
風
」
の
揮
毫
後
に
描

か
れ
た
「
静
湾
初
夏
」
図
の
作
成
に
関
す
る
も
の
で
す
。

　
「
静
湾
初
夏
」
図
は
、
結
城
素
明
が
稲
葉
家
を
訪
れ
た
山
陰
旅
行
に
際
し
て
描
か
れ
た
風

景
八
題（「
翠
溪
微
雨
」「
潤
頭
帰
牧
」「
静
湾
初
夏
」「
長
流
帰
帆
」「
夏
山
來
水
」「
青
巒
曲
浦
」「
山

背
疊
翠
」「
峻
岩
奔
流
」）
の
一
つ
で
す
。
こ
れ
ら
風
景
八
題
は
、
大
正
八
年
六
月
九
日
～

紫鱗覚書（稲葉家書画Ｂ０１８	附属文書）



一
九
日
に
上
野
公
園
竹
の
台
陳
列
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
第
四
回
金
鈴
社
展
覧
会
に
「
夏

草
（
二
曲
屏
風
）」
と
と
も
に
出
品
さ
れ
ま
し
た
（「
第
四
回
金
鈴
社
展
覧
会
目
録
」
稲
葉
家

書
画
Ｂ
〇
一
八
附
属
文
書
）。

　

一
三
代
稲
葉
市
郎
右
衛
門
の
覚
書
の
内
容
か
ら
「
静
湾
初
夏
」
図
は
、（
大
正
八
年
五
月
）

「
十
日
午
前
よ
り
舟
遊
、
釣
魚
、
投
網
等
ニ
打
興
し
て
太
明
神
岬
ニ
上
り
酒
宴
」
し
た
際
に

「
大
明
神
岬
裏
側
西
方
を
眺
め
た
る
写
生
を
基
礎
と
し
て
画
か
れ
た
る
も
の
」
で
あ
る
こ
と
、

一
三
代
市
郎
右
衛
門
の
依
頼
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

本
作
品
は
、「
夏
山
三
題
」（
大
正
七
年
）
の
流
れ
を
汲
む
も
の
で
あ
り
、
描
線
を
避
け
濃

淡
や
色
調
の
変
化
で
遠
近
な
ど
を
描
き
出
す
な
ど
、
素
明
の
特
色
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
た
作
品

と
評
価
で
き
ま
す
。

　

な
お
素
明
は
、
帰
京
後
の
五
月
一
六
日
に
、
一
三
代
市
郎
右
衛
門
へ
礼
状
を
出
し
て
い
ま

す
（
稲
葉
家
書
画
Ｂ
〇
一
八
附
属
文
書
）。
稲
葉
家
文
書
に
残
さ
れ
て
い
た
第
一
回
金
鈴
社

絵
葉
書
（
稲
葉
家
文
書
Ａ
一
一
‐
一
一
四
）
お
よ
び
第
四
回
金
鈴
社
絵
葉
書
（
稲
葉
家
文
書

Ａ
一
一
‐
一
〇
六
）
は
、
素
明
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　

六
．
一
三
代
市
郎
右
衛
門
の
東
上

　

一
三
代
市
郎
右
衛
門
は
、
大
正
八
年
六
月
九
日
に
京
都
へ
行
き
ま
し
た
。

　

京
都
に
お
い
て
も
所
用
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
ほ
か
に
は
六
月
九
日
～
一
九
日
に
上

野
公
園
竹
の
台
陳
列
館
に
お
い
て
開
か
れ
た
第
四
回
金
鈴
社
展
覧
会
を
観
覧
す
る
目
的
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、「
第
四
回
金
鈴
社
展
覧
会
特
別
招
待
日
案
内
」（
稲
葉
家
書
画
Ｂ

〇
一
八
附
属
文
書
）
が
残
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
わ
か
り
ま
す
。
一
三
代
市
郎
右
衛
門
は
、
こ

の
道
中
、六
枚
の
葉
書
を
稲
葉
本
家
へ
送
り
、近
況
を
知
ら
せ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
葉
書
は
、

「
原
色
写
真
版
日
光
の
風
光
」
と
い
う
絵
葉
書
の
袋
に
一
括
し
て
保
管
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

六
月
一
〇
日
午
後
の
葉
書
に
は
、
九
日
夜
一
〇
時
に
予
定
通
り
京
都
へ
到
着
し
、
大
野
屋

へ
投
宿
し
た
が
、
こ
の
日
は
あ
ま
り
面
白
い
事
も
な
く
、
東
上
し
て
す
ぐ
に
帰
京
す
る
の
も

ど
う
か
と
思
い
、
目
下
予
定
が
立
て
難
い
旨
を
記
し
て
い
ま
す
。
京
都
で
の
予
定
が
思
う
よ

う
に
進
ま
な
い
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
（
稲
葉
家
文
書
Ａ
一
一
‐
〇
六
二
）。

　

翌
一
一
日
夕
の
葉
書
で
は
、
夕
立
が
あ
っ
た
が
大
降
り
せ
ず
蒸
し
暑
い
よ
う
す
と
、
昨
夜
、

紫鱗書簡（稲葉家文書Ａ１１－０６５）

偶
然
に
畑
中
保
敏
君
と
出
会
い
、
本
日
夜
行
に
て
一
緒
に
東
上
す
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
を

記
し
て
い
ま
す
（
稲
葉
家
文
書
Ａ
一
一
‐
〇
六
三
）。

　

一
三
日
の
葉
書
に
は
、
昨
日
（
一
二
日
）
午
後
に
箱
根
へ
行
っ
た
こ
と
、
自
動
車
に
て
山

頂
へ
登
り
、
芦
ノ
湖
（
箱
根
山
頂
の
カ
ル
デ
ラ
湖
、
神
奈
川
県
足
柄
下
郡
箱
根
町
）
に
て
舟

遊
び
し
、
漁
夫
を
雇
っ
て
鱒
釣
り
を
し
た
こ
と
、
霧
の
た
め
一
間
先
も
見
え
な
か
っ
た
が
、

四
尾
を
釣
り
上
げ
、
塔
ノ
沢
（
箱
根
塔
ノ
沢
温
泉
）
の
宿
に
て
晩
酌
の
膳
に
あ
げ
た
こ
と
、

こ
の
時
の
俳
句
を
一
句
記
し
て
い
ま
す
。
東
京
へ
の
途
上
、
箱
根
に
て
途
中
下
車
し
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
（
稲
葉
家
文
書
Ａ
一
一
‐
〇
六
四
）。

　

同
日
付
の
も
う
一
枚
の
絵
葉
書
（
静
湾
初
夏
図
絵
葉
書
）
に
は
、
一
三
日
午
後
一
時
に
東

京
へ
到
着
し
、
た
だ
ち
に
上
野
へ
向
か
い
、
金
鈴
社
展
覧
会
を
観
覧
し
た
こ
と
、
午
後
四
時

に
上
野
を
発
し
、
日
光
へ
向
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
三
代
市
郎
右
衛
門
は
、
金

鈴
社
展
覧
会
会
場
の
「
静
湾
初
夏
」
を
見
て
「
余
の
依
頼
ニ
係
る
素
明
氏
出
品
殊
に
見
事
な

り
此
画
の
み
三
色
版
コ
ロ
タ
イ
プ
ニ
付
し
て
あ
り
愉
快
極
り
な
し
」
と
率
直
な
感
想
を
記
し

て
い
ま
す
。
絵
葉
書
の
裏
面
に
は
、
コ
ロ
タ
イ
プ
写
真
が
原
図
の
百
分
の
一
も
あ
ら
わ
し
て

い
な
い
こ
と
、
同
図
に
は
投
網
を
打
つ
漁
夫
の
弥
蔵
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
記
し
て
い
ま

す
（
稲
葉
家
文
書
Ａ
一
一
‐
〇
六
五
）。



　

同
日
夕
の
葉
書
（
消
印
一
四
日
）
で
は
、
日
光
行
き
の
途
中
、
武
蔵
野
に
て
日
が
暮
れ
、

満
月
で
は
あ
る
が
光
が
鈍
い
よ
う
す
を
一
句
詠
ん
で
い
ま
す
。
上
野
か
ら
日
光
へ
向
っ
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
（
稲
葉
家
文
書
Ａ
一
一
‐
〇
六
六
）。

　

さ
ら
に
一
六
日
消
印
の
絵
葉
書
に
は
、
日
光
に
到
着
し
た
後
、
季
吟
社
に
て
晩
酌
を
汲
ん

だ
こ
と
、
中
禅
寺
の
滝
に
て
遊
ん
だ
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
（
稲
葉
家
文
書
Ａ
一
一
‐

〇
六
七
）。こ
の
あ
と
京
都
へ
戻
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、そ
の
間
の
動
向
は
不
明
で
す
。

　

一
三
代
市
郎
右
衛
門
が
第
四
回
金
鈴
社
展
覧
会
を
観
覧
し
た
翌
日
の
一
四
日
に
は
、
素
明

が
礼
状
を
出
し
て
い
ま
す
（
稲
葉
家
書
画
Ｂ
〇
一
八
附
属
文
書
）。
そ
の
内
容
か
ら
、
一
三

代
市
郎
右
衛
門
が
観
覧
し
た
一
三
日
に
素
明
が
不
在
で
あ
っ
た
こ
と
、
一
三
代
市
郎
右
衛
門

が
「
静
湾
初
夏
」
図
の
揮
毫
料
を
素
明
へ
支
払
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
「
静
湾
初
夏
」
図
は
、
一
三
代
市
郎
右
衛
門
の
依
頼
に
よ
り
素
明
が
描
い
た

も
の
で
あ
り
、
第
四
回
金
鈴
社
展
覧
会
終
了
後
に
、
一
三
代
市
郎
右
衛
門
の
所
蔵
と
な
っ
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

七
．
そ
の
後
の
稲
葉
家
と
結
城
素
明

　

昭
和
一
一
年
一
一
月
二
三
日
の
「
久
美
浜
稲
葉
家
所
蔵
品
売
立
目
録
」（
稲
葉
家
文
書
Ａ

一
〇
‐
〇
二
五
ほ
か
）
に
よ
れ
ば
、稲
葉
家
に
は
、「
極
彩
色
草
花
之
図
金
屏
風
」、「
静
湾
初
夏
」

図
以
外
に
も
、「
青
緑
山
水
」（
尺
八
絹
本
）、「
緑
陰
読
書
」（
尺
五
絹
本
）、「
水
墨
山
水
」（
半

切
）
と
い
う
三
作
品
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
以
外
に
残
さ
れ
て
い
る
の
は
、

色
紙
二
枚
（
稲
葉
家
文
書
Ｅ

八
一
‐
〇
九
九
）
の
み
で
す
。

　

素
明
と
稲
葉
家
は
、
そ
の
後

も
岸
之
助
が
関
わ
り
を
も
っ

て
い
ま
し
た
。
素
明
よ
り
岸

之
助
宛
の
昭
和
四（
一
九
二
九
）

年
の
年
賀
状
お
よ
び
昭
和
六

年
一
二
月
一
〇
日
付
の
書
簡

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
（
稲
葉

家
文
書
Ｂ
一
〇
三
‐
一
三
〇
）。

ま
た
素
明
は
、
昭
和
一
六
年

二
月
に
岸
之
助
が
亡
く
な
っ

た
際
に
、
長
男
の
令
吉
に
対
し

て
弔
意
と
寸
志
御
供
を
述
べ

た
書
簡
を
送
っ
て
い
ま
す
（
稲

葉
家
文
書
Ｅ
七
八
‐
二
五
三
）。

　

先
述
し
た
よ
う
に
素
明
は
、

佐
藤
正
持
に
関
す
る
調
査
の
た

め
に
、
昭
和
一
六
年
六
月
に
宮

津
を
、
翌
一
七
年
四
月
に
は
峰

山
を
訪
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

岸
之
助
没
後
の
こ
と
で
し
た
。

結城素明色紙（稲葉家Ｅ７８－２５３）

結城素明書簡（稲葉家書画Ｂ０１８	附属文書）
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